福祉サービス第三者評価機関一般社団法人神奈川県介護福祉士会

＜事業所名＞


発展的評価項目＜独自評価項目＞
～事業所におけるサービスの質の向上のためのシステムについての評価結果です～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
事業所名：　　湘南鬼瓦　　　　

取り組み　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　取り組み期間
	PDCA
	取り組みの概略

	｢P｣
目標と

実践計画
	新たな利用者は自閉スペクトラム症の方が多く、基礎的な理解と支援力の向上を職員全体で図る必要性が高いことから、今回「自閉スペクトラム症についての理解を共有する」ことをテーマとして、長期目標に「自閉スペクトラム症について、当事者状況（特性を含む）のアセスメントができる職員が２～３名いて、活動の組み立て・職員の支援方法の立案・支援の振り返り・再検討ができるようにする」、短期目標に「鬼瓦の職員全体で研修を受講し、自閉スペクトラム症について基礎的な理解が共有できる」をあげ、取り組みを開始した。

	｢D｣
計画の実践


	短期目標の達成に向けて、９～１１月に３回シリーズで研修会を開催した。外部から講師を招き、１回目：「自閉症の障害の理解」、２回目：「自閉症の行動障害～氷山モデルの考え方」、３回目：「過ごしやすい環境の工夫～構造化についての演習」の研修会を行った。

	｢C｣
実践の評価


	研修会は予定通り開催できた。３回連続の研修会であったが、非常勤の職員を含め、思ったよりも多くの職員が参加し、取り組みの内容について、関心が高いことが確認できた。研修会の参加を通して、普段なかなか相談できない、支援上の悩み等も確認することができた。ただし、研修内容の習得状況は把握できておらず、内容を共有化できたかどうかの効果測定ができていない。

	｢Ａ｣
結果と

改定計画
	引き続き年間計画の中で研修会を開催していく。支援現場での確認や会議等で意見交換の機会を作り、利用者個々の特性の整理や支援方法の検討を行い、共有化を図るとともに、支援方法の統一や職員全体で利用者の支援方法を考えられるよう進めていく。長期目標の達成に向け、職員の理解度を確認しながら、３年間かけて、研修会を開催していく予定である。研修で学んだことを、実際の支援現場で活用できるよう、取り組みを継続していく。


・自閉スペクトラム症：自閉症やアスペルガー症候群などが統合されてできた診断名。
・氷山モデル：水面下の要因に着目する視点。

・構造化：予測不能な状態が苦手である特性を持つ自閉スペクトラム症の人に対して、整理
され、構造化された環境を作ること。
	＜第三者評価コメント＞

自閉スペクトラム症の利用者が増加していることから、職員全体で障害の基礎的な理解を共有できるよう、第１段階の取り組みを実践した。長期目標の「自閉スペクトラム症について、当事者状況（特性を含む）のアセスメントができる職員が２～３名いて、活動の組み立て・職員の支援方法の立案・支援の振り返り・再検討ができるようにする」ことに向け、取り組みを継続するとのことで、今後の発展に期待する。



自閉スペクトラム症についての理解を共有する
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